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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年1月5日(2017.1.5)

【公表番号】特表2016-504992(P2016-504992A)
【公表日】平成28年2月18日(2016.2.18)
【年通号数】公開・登録公報2016-011
【出願番号】特願2015-548639(P2015-548639)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 217/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/381    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5375   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/445    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/385    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/404    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7004   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4015   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/138    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/165    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 333/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 339/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 211/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 265/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 217/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  217/18     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/28     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/14     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/18     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/24     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/08     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   21/00     　　　　
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   Ａ６１Ｐ   25/20     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/381    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/5375   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/445    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/385    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/404    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/7004   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4015   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/138    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/165    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  333/20     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  339/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  209/30     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  211/22     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  265/30     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  217/28     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月14日(2016.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）を有する化合物
【化１】

［式中、
　Ｒ１およびＲ３が水素原子を表し；
　Ｒ２が基Ａ－ＯＲ８であり；ここで、ＡはＣ１－Ｃ６アルキレンビラジカルを表し；
　Ｒ４がＨ；Ｃ６－Ｃ１０アリール：ならびに環内にＮ、ＯおよびＳからなる群から独立
に選択される１または２個のヘテロ原子を含む５員または６員の単環式ヘテロアリール基
からなる群から選択され；かつ、
　ａ）Ｒ５がＨであり；Ｒ６がＨおよびＣ１－Ｃ３アルキルからなる群から選択され；か
つ、Ｒ７がＨおよびメチルから選択されるか；
　ｂ）Ｒ５およびＲ６が一緒に－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ２－および－ＣＨ（Ｒ１１）－ＣＨ２

－ＣＨ２－からなる群から選択される基を形成し；かつ、Ｒ７がＨであるか；または
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　ｃ）Ｒ５がＨであり；かつ、Ｒ６およびＲ７が一緒に基－（ＣＨ２）ｍ－ＣＯ－を形成
するかのいずれかであり；
　Ｒ８がＨであり；
　Ｒ１１が１以上のハロゲン原子で置換されていてもよいフェニル基であり；
　ｎは、０、１および２から選択される整数であり；
　ｍは、３および４から選択される整数であり；
　ただし、Ｒ４およびＲ５が両方ともＨである場合には、Ｒ６およびＲ７は一緒に基－（
ＣＨ２）ｍ－ＣＯ－を形成する］
またはその薬学上許容される塩もしくは立体異性体。
【請求項２】
　Ｒ２が基Ａ－ＯＲ８であり；ここで、Ａはエチレンビラジカルを表し、かつ、Ｒ８は水
素原子を表し；
　Ｒ４がフェニル基を表し；
　Ｒ５およびＲ６が水素原子を表し；
　Ｒ７がメチル基を表し；かつ
　ｎが１の値を有する、
請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物、またはその薬学上許容される塩もしくは立体異性体
。
【請求項３】
・１－［２－［４－（２－ヒドロキシエチル）フェノキシ］エチル］ピロリジン－２－オ
ン；
・２－［４－［３－（メチルアミノ）－１－フェニルプロポキシ］フェニル］エタノール
　塩酸塩；
・（Ｒ）－２－［４－［３－（メチルアミノ）－１－フェニルプロポキシ］フェニル］エ
タノール塩酸塩；
・（Ｓ）－２－［４－［３－（メチルアミノ）－１－フェニルプロポキシ］フェニル］エ
タノール塩酸塩；
・２－［４－［３－（メチルアミノ）－１－フェニルプロポキシ］フェニル］エタノール
　Ｌ－アスコルビン酸塩；
・２－［４－［３－（メチルアミノ）－１－フェニルプロポキシ］フェニル］エタノール
　フェルラ酸塩；
・２－［４－［３－（メチルアミノ）－１－フェニルプロポキシ］フェニル］エタノール
カフェ酸塩；
・２－［４－［３－（メチルアミノ）－１－フェニルプロポキシ］フェニル］エタノール
バルプロ酸塩；
・２－［４－［３－（メチルアミノ）－１－フェニルプロポキシ］フェニル］エタノール
（Ｒ）－リポ酸塩；
・２－［４－（３－アミノ－１－フェニルプロポキシ）フェニル］エタノール塩酸塩；
・（Ｒ）－２－［４－［３－（メチルアミノ）－１－（チオフェン－２－イル）プロポキ
シ］フェニル］エタノール；
・４－［４－［３－（メチルアミノ）－１－フェニルプロポキシ］フェニル］ブタン－１
－オール塩酸塩；
・３－［４－［３－（メチルアミノ）－１－フェニルプロポキシ］フェニル］プロパン－
１－オール塩酸塩；
・［４－［３－（メチルアミノ）－１－フェニルプロポキシ］フェニル］メタノール塩酸
塩；
・２－［４－（モルホリン－２－イルメトキシ）フェニル］エタノール塩酸塩；
・２－［４－（３－ジメチルアミノ－１－フェニルプロポキシ）フェニル］エタノール；
・６－［４－（３－メチルアミノ－１－フェニルプロポキシ）フェニル］ヘキサン－１－
オール；
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・（Ｓ）２－［４－（３－メチルアミノ－１－チオフェン－２－イルプロポキシ）フェニ
ル］エタノール；
・２－［４－（モルホリン－２－イル（フェニル）メトキシ）フェニル］エタノール；お
よび
・２－［４－［［（３Ｓ，４Ｒ）－４－（４－フルオロフェニル）ピペリジン－３－イル
］メトキシ］フェニル］エタノール；
からなる群から選択される、請求項１または２に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物と１種類以上の薬学上許容される担体とを
含んでなる医薬組成物。
【請求項５】
　薬剤として使用するための、請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　神経系疾患の治療ならびに／または認知障害に関連する発達障害、行動障害および／も
しくは精神障害の治療において使用するための、請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記神経系疾患ならびに／または発達障害、行動障害および／もしくは精神障害が学習
障害または記憶障害に関連する、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記認知障害に関連する発達障害がダウン症候群、アンジェルマン症候群、レット症候
群、自閉症性障害、脆弱Ｘ障害およびアスペルガー症候群からなる群から選択される、請
求項６に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記認知障害に関連する行動障害および／または精神障害が鬱病、双極性障害、統合失
調症、脳性認知症、心的外傷後ストレス障害、ピック病および睡眠障害からなる群から選
択される、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記神経系疾患が、アルツハイマー病、パーキンソン病、ハンチントン病、筋萎縮性側
索硬化症、前頭側頭型認知症およびフリードライヒ運動失調症からなる群から選択される
認知障害に関連する神経変性障害である、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　神経因性疼痛、線維筋痛症、癲癇および脳卒中からなる群から選択される病態の治療に
おいて使用するための、請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物と、リバスチグミン、ドネペジル、ガラン
タミンおよびフペルジンＡなどのアセチルコリンエステラーゼ阻害剤；メマンチンおよび
ラトレピルジンなどのＮＭＤＡアンタゴニスト；ピトリサント、ＳＡＲ－１１０８９４、
ＡＢＴ－２８８、Ｓ－３８０９３およびＡＺＤ－５２１３などのヒスタミンＨ３受容体ア
ンタゴニスト；レスベラトロール、ＨＰＰ－８５４、ＬＹ－２８８６７２１、Ｅ－２６０
９およびＭＫ－８９３１などのβ－セクレターゼ１（ＢＡＣＥ１）阻害剤；（－）－没食
子酸エピガロカテキン、（＋）－フェンセリンおよびＡＡＤ－２００４などの抗アミロイ
ド形成剤；Ｌｕ－ＡＥ－５８０５４、ＡＶＮ－３２２、ＧＳＫ－２１５０８３、ＧＳＫ－
７４２４５７などの５－ＨＴ６受容体アンタゴニスト；ＳＬ－６５．０１０２およびＢＩ
ＭＵ－１などの５－ＨＴ４受容体アゴニスト；ラサギリン、ラドスチギルおよびＲＧ－１
５７７などのＭＡＯ－Ｂ阻害剤；エタゾラートおよびＲＧ－１６６２などのＧＡＢＡ（Ａ
）受容体モジュレーター；サブコメリンおよびＭＣＤ－３８６などのムスカリン性Ｍ１受
容体アゴニスト；ならびにピニトールなどのγ－セクレターゼ阻害剤からなる群から選択
される別の薬物とを含んでなる組合せ。
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